
１ 

   96

ｐ 

  

三
代
目
校
舎
の 

「
木
版
画
」
を
眺
め
な
が
ら 
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昨
年
わ
れ
ら
が
新
宿
高
校
は
創
立
九
十

周
年
を
迎
え
た
。
学
校
も
同
窓
会
も
、
９

月
２９
日
に
盛
大
な
祝
賀
会
を
催
し
て
、

「
卒
寿
」
を
祝
っ
た
。 

 

母
校
で
は
、
創
立
五
十
周
年
か
ら
十
年

毎
に
記
念
誌
を
刊
行
し
て
い
る
。「
五
十
年

の
歩
み
」・「
六
十
周
年
記
念
誌
」
は
、
在

職
中
だ
っ
た
私
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
、

「
七
十
年
」・「
八
十
年
」
は
そ
の
当
時
、

卒
業
生
で
母
校
勤
務
を
さ
れ
て
い
た
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
製
作
さ
れ
た
。 

 

記
念
誌
の
表
紙
は
、「
六
十
年
」
を
除
い

て
す
べ
て
校
舎
の
ス
ケ
ッ
チ
、
も
し
く
は

写
真
を
使
用
し
た
。「
九
十
年
」
は
ど
う
す

る
？ 

私
は
担
当
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

思
い
切
っ
て
若
い
木
版
画
家
に
三
代
目
校

舎
の
絵
を
制
作
さ
せ
て
み
た
ら
い
か
が
か
、

と
ひ
ら
め
い
た
。 

 

５４
回
生
（
平
成
１４
年
３
月
卒
）
に
、 

百
瀬
晴
海
さ
ん
と
い
う
木
版
画
家
が
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
、
私
が
辞
め
た
（
昭
和
６２

年
）
年
に
赴
任
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
今
泉
浩

子
と
い
う
国
語
の
先
生
が
、
昨
年
初
め
に

こ
の
卒
業
生
の
存
在
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
っ
た
。 

 

花
や
鳥
、
街
の
風
物
を
素
材
と
し
た
作

品
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
届
け
ら

れ
た
作
品
の
中
に
は
少
な
か
ら
ず
私
の
好

き
な
「
テ
ツ
」
が
あ
っ
た
の
だ
。
江
ノ
電
・

嵐
電
・
京
阪
・
阪
急
電
車
の
そ
れ
ぞ
れ
百

年
、
と
か
、「
の
ぞ
み
」
５
０
０
系
・「
つ

ば
さ
」
４
０
０
系
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
と
か
、

宇
高
連
絡
船
百
年
・
さ
ら
に
茨
城
空
港
開

港
・
歌
舞
伎
座
閉
場
式
、な
ど
も
あ
っ
た
。 

 

と
も
す
れ
ば
冷
た
い
絵
に
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
な
対
象
が
、
こ
の
人
の
手
に
か
か

る
と
あ
た
た
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
無
機

物
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
生
命
を
与
え
る
術 す

べ

を
、
こ
の
娘 こ

は
知
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、「
九
十
年
の
歩
み
」
の
編
集
委

員
の
一
人
で
あ
る
太
田
正
行
君
（
新
２３

回
・
昭
和
６２
年
～
平
成
１０
年
社
会
科
教

諭
）
に
、
表
紙
の
絵
は
こ
の
人
に
校
舎
を

木
版
画
化
さ
せ
て
み
た
ら
と
す
す
め
た
。

こ
れ
が
５
月
２６
日
。
太
田
君
、
そ
の
日
の

う
ち
に
校
長
に
進
言
、
即
決
と
な
っ
た
。 

 

絵
を
見
た
の
は
夏
休
み
も
過
ぎ
て
か
ら

か
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
よ
り
少
し
大
き
め
の
そ

の
版
画
は
、「
夏
の
学
び
舎
」
と
名
づ
け
ら

れ
、
三
代
目
校
舎
の
正
面
を
き
ち
ん
と
彫

琢
し
て
い
た
。
先
の
電
車
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
、
あ
た
た
か
み
と
ぬ
く
も
り
と
を
感

じ
さ
せ
る
版
画
だ
っ
た
。 

 

右
下
に
花
が
咲
い
て
い
る
。こ
れ
は「
ヒ

ル
ガ
オ
」
で
あ
る
。
戸
田
弘
美
校
長
、「
偶

然
、
咲
い
て
い
た
の
を
見
つ
け
た
の
よ
」

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
「
ヒ
ル
ガ
オ
」
が
「
学

び
舎
」に
文
字
通
り
花
を
添
え
て
く
れ
た
。 

 

そ
し
て
・
・
・
。
僕
の
好
き
な
の
は
、

碧
空
と
雲
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
だ
。
こ
れ
が

「
学
び
舎
」
を
引
き
立
て
て
い
る
。
と
く

に
、
こ
の
雲
の
静
か
で
力
強
い
た
た
ず
ま

い
は
、
こ
こ
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
秘
め
た

る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
よ
り
よ
き
新
宿
高

校
の
未
来
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
、

思
わ
れ
た
。 

 

い
い
表
紙
に
な
っ
た
！ 

と
私
は
校
長

や
太
田
君
と
と
も
に
笑
み
を
交
わ
し
あ
っ

た
の
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

※ 

 

九
州
朝
陽
会
の
多
く
の
方
々
は
、
こ
の

校
舎
は
ご
存
知
な
い
だ
ろ
う
。
や
は
り
初

代
校
舎
（
大
正
１２
年
～
昭
和
４４
年
）
と

か
二
代
目
校
舎
（
昭
和
４４
年
～
平
成
１７

年
）
が
そ
ぞ
ろ
懐
か
し
い
の
で
は
？ 

実
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朝
陽
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は
、
私
も
そ
う
だ
。 

 

そ
し
て
・
・
・
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ

り
冷
暖
房
装
置
も
完
備
し
た
こ
の
七
階
建

て
の
校
舎
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
禁
酒
・

禁
煙
」
だ
。
だ
か
ら
、
同
窓
会
総
会
も
、

会
議
は
校
舎
内
で
開
催
で
き
る
が
、
懇
親

会
は
ラ
イ
オ
ン
会
館
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
木
々
の
翠
を
見
や
り
つ
つ
〉
盃
を
傾
け

な
が
ら
旧
交
を
あ
た
た
め
あ
う
と
い
っ
た

こ
と
は
、
不
可
能
に
な
っ
た
。
ま
、
致
し

方
な
き
か
。 

 

こ
の
絵
見
な
が
ら
、
私
は
中
原
中
也
の

「
夏
の
日
の
歌
」
と
い
う
詩
の
一
節
を
思

い
出
し
た
。 

 
 

上
手
に
子
供
を
育
て
ゆ
く
、 

 
 

母
親
に
似
て
汽
車
の
汽
笛
は
鳴
る
。 

 

そ
う
、
三
代
目
校
舎
よ
、
母
な
る
「
汽

笛
」
を
高
ら
か
に
鳴
ら
せ
。
若
者
た
ち
の

心
の
支
え
と
も
な
る
べ
き
「
汽
笛
」
を
‼

そ
し
て
若
者
た
ち
よ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

レ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
見
つ
け
て
、
着
実

に
走
れ
よ
、
と
私
は
念
じ
て
い
る
。 

 
 
 

（
２
０
１
３
．
４
．
２
３ 

寄
稿
） 

編
集
者
追
記 

 

文
中
の
木
版
画
の
絵
葉
書
が
、佐
藤
喜
一
さ

ん
の
ご
好
意
で
九
州
朝
陽
会
員
へ
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
の
で
同
封
し
て
い
ま
す
。 

 

「
軍
師
官
兵
衛
」
福
岡
舞
台
は 

 
 
 

「
経
世
家
如
水
」 

 
 
 
 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
鴻
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城
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観
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市
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会
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事
長 
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Ｊ
Ｒ
九
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大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
決
ま
る 

 

平
成
二
六
年
一
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
放
映
が
決
ま
っ

た
。
今
夏
か
ら
ロ
ケ
が
始
ま
り
、
黒
田
官

兵
衛
・
如
水
ゆ
か
り
の
地
で
は
ブ
ー
ム
へ

の
期
待
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
序
盤
、
中
盤

は
「
稀
代
の
戦
略
家
軍
師
」
と
し
て
戦
場

を
駆
け
巡
る
の
だ
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
大

き
な
夢
の
実
現
で
結
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。「
稀

代
の
経
世
家
」
に
な
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
戦
の
上
手
い
「
軍
師
」
だ

け
で
終
わ
っ
て
は
勿
体
な
い
人
物
だ
。
も

う
一
つ
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
大
河

ド
ラ
マ
に
女
性
の
登
場
は
つ
き
も
の
だ
が
、

そ
れ
は
誰
で
、
ど
う
演
じ
ら
れ
る
の
か
。

そ
し
て
大
河
ド
ラ
マ
を
一
過
性
に
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
、
現
代
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
福
岡
城
復
元
に
つ
な
げ
た
い
。 

 
 
 
 

☆ 
 
 

☆ 
 
 

☆ 
 

 

黒
田
官
兵
衛
孝
高
（
よ
し
た
か
、
後
の

如
水
）を
扱
っ
た
出
版
物
は
多
い
。「
事
実
」

を
忠
実
に
追
お
う
と
す
る
も
の
、「
創
作
」

で
期
待
の
人
物
像
を
作
り
上
げ
て
い
く
も

の
、
そ
れ
に
「
論
評
」
で
今
の
世
相
に
結

び
付
け
て
い
く
も
の
と
、
多
彩
で
あ
る
。

逸
話
も
多
い
が
真
偽
も
わ
か
れ
る
。 

 

黒
田
官
兵
衛
は
生
誕
地
姫
路
か
ら
始
ま

っ
て
、
因
幡
鳥
取
城
兵
糧
攻
め
、
備
中
高

松
城
水
攻
め
、
山
崎
の
合
戦
な
ど
、
最
初

は
、
関
西
・
中
国
地
方
が
主
舞
台
。
そ
れ

か
ら
四
国
・
九
州
入
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い

を
経
て
、
福
岡
舞
台
と
な
る
の
だ
が
、
如

水
は
福
岡
で
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ
た
。

時
代
変
わ
り
・
改
革
は
い
つ
も
西
か
ら
先

導
す
る
。 

 

こ
の
時
代
、
女
性
は
歴
史
の
表
舞
台
に

記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
如
水
夫
人
「
光

（
て
る
）
の
方
」
は
「
才
徳
兼
備
」
と
言

わ
れ
、
生
涯
唯
一
の
妻
で
通
し
た
。
夫
婦

合
作
の
「
世
を
經
（
お
さ
）
め
、
民
を
濟

（
す
く
）
う
」「
経
世
済
民
」、
大
政
治
家

の
妻
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
永
禄
十
年

（
１
５
６
７
年
）、小
寺
家
縁
者
の
志
方
城

主
櫛
橋
伊
定
（
こ
れ
さ
だ
）
の
娘
光
姫
（
て

る
ひ
め
）を
娶
る
。生
涯
の
伴
侶
と
な
る
。

官
兵
衛
２２
歳
、
光
１５
歳
。
す
で
に
伊
定



３ 

 
か
ら
赤
合
子
（
あ
か
ご
う
す
）
の
兜
と
胴

丸
具
足
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
今
に
伝
わ
っ

て
い
る
。翌
年
松
寿
丸
、後
の
長
政
誕
生
。 

 

祖
父
黒
田
重
隆
（
し
げ
た
か
）
は
備
前 

福
岡
で
目
薬
屋
と
し
て
も
財
を
成
し
た
と

あ
り
、
黒
田
家
活
躍
の
財
政
基
盤
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
。
刀
鍛
冶
の
盛
ん
な
と
こ
ろ

で
目
を
患
う
人
も
多
く
、
よ
ほ
ど
経
営
戦

略
に
た
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
げ

ん
の
い
い
」
福
岡
の
地
名
を
後
に
、
筑
前

福
岡
城
の
名
に
持
っ
て
き
た
。
経
済
観
念

は
黒
田
家
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
、
黒
田
孝
高

に
も
引
き
継
が
れ
、
備
中
高
松
城
水
攻
め

土
木
工
事
の
経
済
戦
略
や
優
れ
た
領
国
経

営
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
。
黒
田
官
兵
衛

孝
高
は
文
武
両
道
を
身
に
つ
け
、
人
望
が

あ
り
、
人
心
掌
握
術
に
た
け
、「
黒
田
二
十

四
騎
」
の
よ
う
な
腹
心
を
持
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
生
涯
、
戦
に
お
い
て
も
血
を
流
さ

ず
、
主
君
を
裏
切
ら
ず
、
農
民
・
庶
民
を

大
切
に
し
た
。
後
に
、
秀
吉
の
泥
を
か
ぶ

り
、
豊
前
中
津
城
内
で
長
政
を
し
て
宇
都

宮
鎮
房
（
し
げ
ふ
さ
）
誅
殺
、
唯
一
の
例

外
に
涙
す
る
。 

 

「
黒
田
官
兵
衛
」
孫
子
の
兵
法
を
実
戦
で 

 

尾
張
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
武
力
で
天
下

統
一
を
目
指
す
「
天
下
布
武
」
を
縹
渺
す

る
織
田
信
長
と
中
国
地
方
に
勢
力
を
張
る

毛
利
輝
元
と
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
播
磨

は
そ
の
接
点
に
な
っ
た
。
天
正
三
年
（
１

５
７
５
年
）
ど
ち
ら
に
つ
く
べ
き
か
、
御

着
城
で
の
小
寺
陣
評
定
で
、
官
兵
衛
は
両

総
大
将
の
力
量
・
状
況
判
断
を
見
抜
き
、

信
長
方
支
持
を
主
張
し
て
決
定
し
た
。
孝

高
は
岐
阜
城
で
信
長
に
喝
見
、
忠
誠
を
誓

い
、
こ
の
時
名
刀
「
圧
切
（
へ
し
き
り
）」

を
与
え
ら
れ
た
。
同
時
に
秀
吉
と
の
堅
固

な
関
係
が
で
き
、
戦
線
で
の
主
従
関
係
、

戦
略
軍
師
、
あ
る
い
は
協
働
攻
略
家
と
し

て
破
竹
の
勢
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

後
に
有
岡
城
幽
閉
事
件
を
救
う
竹
中
半
兵

衛
と
の
無
二
の
盟
友
関
係
も
で
き
た
。
お

互
い
人
物
を
惚
れ
込
ん
で
の
結
果
だ
。 

 

 

孫
子
の
兵
法
は
当
時
か
ら
広
く
知
ら
れ

て
い
た
が
、
官
兵
衛
ほ
ど
そ
の
要
点
を
実

行
で
き
た
人
も
少
な
い
。
な
か
で
も
血
を

流
さ
ず
、
敵
の
大
将
を
無
傷
で
降
伏
さ
せ

る
の
を
上
策
と
し
た「
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
」

戦
略
を
重
ん
じ
、「
囲
師
必
闕
（
い
し
ひ
っ

け
つ
）」、
追
い
つ
め
て
も
必
ず
逃
げ
道
を

開
け
て
お
か
な
い
と
、
敵
が
窮
鼠
死
戦
を

挑
む
の
で
犠
牲
が
多
く
な
る
。
孫
子
の
兵

法
は
解
っ
て
い
て
も
実
行
と
な
る
と
、
武

術
だ
け
で
は
な
く
、彼
我
の
戦
力
・
人
心
、

周
辺
地
形
、
後
方
配
備
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
情
報
集
約
が
で
き
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
人
間
の
行
動
・
判
断
の
習
性
が
身

に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
な
せ
る
業
で
は

な
い
。
そ
ん
な
人
物
は
少
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。 

 

官
兵
衛
知
略
の
勝
負
が
続
く
。
毛
利
方

を
秀
吉
方
に
落
と
し
て
い
く
播
磨
三
木
城

兵
糧
攻
め
（
天
正
六
年
～
八
年
（
１
５
７

８
～
１
５
８
０
年
）
別
所
長
治
を
討
つ
）、

因
幡
鳥
取
城
兵
糧
攻
め
（
天
正
九
年
（
１

５
８
１
年
）
吉
川
経
家
（
つ
ね
い
え
）
を

降
す
）、
備
中
高
松
城
水
攻
め
（
天
正
十
年

（
１
５
８
２
年
）
清
水
宗
治
を
落
と
す
）

と
続
く
「
経
済
封
鎖
戦
略
」。
綿
密
な
情
報

収
集
、
経
済
事
情
、
地
域
・
地
形
の
把
握
、

土
木
工
事
や
大
量
動
員
に
か
け
る
人
心
掌

握
術
が
な
け
れ
ば
兵
糧
攻
め
は
成
功
し
な

い
。
高
松
城
攻
略
最
終
局
面
に
起
こ
っ
た

信
長
暗
殺
「
本
能
寺
の
変
」
急
報
で
、
間

髪
を
入
れ
ず
「
中
国
大
返
し
」
に
よ
る
京

都
進
軍
、
山
崎
の
合
戦
で
明
智
光
秀
を
討

ち
取
り
、「
光
秀
の
三
日
天
下
」
で
秀
吉
の

天
下
統
一
の
基
盤
を
築
い
た
。
大
量
人
員

急
送
に
は
食
糧
・
軍
需
品
ま
で
扱
う
近
代

戦
争
の
兵
站
の
発
想
も
必
要
だ
っ
た
。
官

兵
衛
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
余
人
を
も
っ

て
な
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

織
田
信
長
の
南
蛮
文
化
傾
倒
に
新
鮮
な

豊臣秀吉 
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興
味
を
持
っ
て
い
た
官
兵
衛
は
、
や
が
て

キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
て
「
ド
ン
・
シ
メ

オ
ン
」の
洗
礼
名
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
年
）
頃
と
さ
れ

る
が
、
宣
教
師
か
ら
聞
く
西
欧
事
情
に
は

官
兵
衛
は
目
を
見
張
る
よ
う
な
関
心
を
持

っ
た
に
違
い
な
く
、
後
半
人
生
で
、
国
際

情
勢
の
中
で
の
我
が
国
の
立
場
と
い
う
経

世
家
と
し
て
の
視
点
を
育
む
こ
と
と
な
っ

た
。
如
水
は
国
際
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。

日
本
の
内
乱
を
治
め
、
西
欧
植
民
地
化
か

ら
日
本
を
救
っ
た
の
は
官
兵
衛
だ
っ
た
と

い
え
ば
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。 

 

黒
田
官
兵
衛
と
天
下
人 

 

天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
年
）
賤
ヶ
岳

の
戦
い
で
勝
利
し
た
秀
吉
は
覇
権
を
確
立

し
、
こ
の
後
天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
年
）

讃
岐
白
地
城
に
長
宗
我
部
元
親
を
討
つ
四

国
平
定
、
天
正
十
四
年
（
１
５
８
６
年
）

九
州
南
下
島
津
軍
攻
略
と
続
い
た
。
秀
吉

の
天
下
は
盤
石
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

秀
吉
は
本
拠
地
と
し
て
壮
大
な
天
守
閣

を
擁
す
る
大
阪
城
普
請
に
取
り
掛
か
る
。

大
阪
城
普
請
総
奉
行
に
官
兵
衛
孝
高
を
命

じ
、
天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
年
）
九
月

に
始
ま
る
。
官
兵
衛
孝
高
が
取
り
組
ん
だ

本
格
的
城
郭
建
設
の
第
一
号
で
、
そ
の
規

模
、
縄
張
り
、
壮
麗
さ
は
群
を
抜
い
て
い

た
。
こ
の
経
験
は
後
の
大
城
郭
建
設
の
手

法
に
繋
が
り
、
城
造
り
の
名
手
に
な
っ
て

い
く
。
天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
年
）
秀

吉
は
関
白
に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
来
た
秀

吉
は
、
官
兵
衛
孝
高
を
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
臣
で
あ
る
と
思
う
と
同
時
に
、
そ
の

才
能
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
つ
し

か
秀
吉
は
天
下
を
狙
う
立
場
か
ら
、
守
る

立
場
に
な
っ
て
い
た
。 

 

官
兵
衛
孝
高
は
そ
れ
を
十
分
に
感
じ
て

い
た
。
天
正
十
五
年
（
１
５
８
７
年
）
豊

前
中
津
の
城
主
と
し
て
十
二
万
石
し
か
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
官
兵
衛
孝
高
は
、
家
督

を
長
政
に
譲
り
、
如
水
と
号
す
る
よ
う
に

な
る
。
天
正
十
七
年
（
１
５
８
９
年
）
秀

吉
の
泥
を
か
ぶ
っ
て
、
古
く
か
ら
の
一
帯

領
主
だ
っ
た
宇
都
宮
鎮
房
を
中
津
城
で 

長
政
の
手
で
誅
殺
さ
せ
ら
れ
た
。さ
ら
に
、

文
禄
元
年
（
１
５
９
２
年
）
に
始
ま
る
朝

鮮
出
兵
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
で
秀
吉
と

如
水
の
間
は
離
反
し
て
い
っ
た
。
慶
長
三

年
（
１
５
９
８
年
）
秀
吉
は
没
し
た
。 

 

石
田
三
成
・
毛
利
輝
元
ら
西
軍
と
徳
川 

家
康
ら
東
軍
と
の
間
で
戦
端
が
開
か
れ
る

情
勢
が
確
実
に
な
っ
て
き
た
。
慶
長
五
年

（
１
６
０
０
年
）
七
月
伏
見
城
攻
撃
か
ら

戦
い
は
始
ま
っ
た
。
す
で
に
長
政
は
中
津

城
兵
の
ほ
と
ん
ど
を
引
き
連
れ
て
東
上
し

て
い
る
。 

 

中
津
に
あ
っ
た
如
水
は
浪
人
を
集
め
て

召
集
軍
を
編
成
し
石
垣
原
で
大
友
軍
と
戦

い
九
州
を
抑
え
て
い
た
。
黒
田
側
は
如

水
・
長
政
親
子
と
も
東
軍
方
と
「
黒
田
家

譜
」
に
は
書
い
て
あ
り
、
如
水
の
腹
の
内

は
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、

徳
川
の
御
代
の
「
黒
田
家
譜
」
の
性
格
上

そ
う
書
く
の
は
当
り
前
で
あ
る
。
一
方
、

最
後
ま
で
如
水
が
天
下
を
狙
っ
て
い
た
と

す
る
立
場
で
は
、
ま
だ
東
軍
、
西
軍
ど
ち

ら
に
つ
く
か
旗
色
を
鮮
明
に
し
て
い
な
か

っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。「
関
ヶ
原
」
は

一
日
で
終
わ
っ
た
。
如
水
・
長
政
の
巧
妙

な
戦
略
で
世
は
家
康
の
天
下
に
な
っ
た
。

長
政
が
得
意
顔
で
凱
旋
し
中
津
城
で
如
水

に
報
告
し
て
い
る
。
長
政
が
「
家
康
か
ら

三
度
手
を
取
っ
て
お
礼
を
言
わ
れ
た
」
と

い
う
と
「
そ
の
手
は
ど
ち
ら
の
手
か
」
と

質
問
、
そ
れ
に
対
し
長
政
が
「
右
手
で
し

た
」
と
答
え
る
と
如
水
は
「
そ
の
時
左
手

は
何
を
し
て
い
た
か
」
と
言
っ
た
と
『
故

郷
物
語
』
に
あ
る
。
事
実
と
は
思
わ
れ
な

い
と
い
う
の
が
定
説
み
た
い
に
な
っ
て
い

る
。
大
見
得
の
場
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
こ

ん
な
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

     

黒
田
如
水
の
本
心
は 

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
天
下
取
り
最
前

線
の
官
兵
衛
は
、
自
ら
「
大
志
」
を
抱
き 黒田如水 
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な
が
ら
戦
を
天
下
人
に
集
約
し
て
き
た
。

中
津
時
代
、
子
長
政
に
家
督
を
譲
り
、
如

水
と
号
す
る
が
そ
の
後
も
実
質
的
な
指
揮

は
彼
が
執
っ
て
き
た
。
で
は
「
大
志
」
と

は
何
で
あ
っ
た
か
。
如
水
が
長
政
に
残
し

た
言
葉
に
、「
神
」・「
主
君
」
よ
り
「
臣
下
・

百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」と
い
う
の
が
あ
る
。

今
様
に
言
え
ば
「
国
民
・
農
民
が
苦
し
ん

で
は
国
が
亡
び
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
百
年
も
続
い
た
戦
乱
の
世
で
農
民
・
庶

民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
外
国
か
ら
見
れ
ば

内
乱
国
家
だ
。
戦
国
時
代
に
早
く
終
止 

 
 
 
 

符
を
打
っ
て
、
統
一
国
家
に
し
な
い
と
、

ア
ジ
ア
に
押
し
寄
せ
て
き
た
列
強
諸
国
の

植
民
地
に
な
る
。 

１
６
世
紀
に
始
ま
る
「
大
航
海
時
代
」、

最
初
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
逐
次
勢

力
を
伸
ば
し
て
植
民
地
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。
１
４
９
２
年
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸

発
見
後
、
１
４
９
４
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ア

レ
キ
サ
ン
ド
ル
６
世
は
、
大
西
洋
上
に
西

経
４
６
度
３
７
分
の
子
午
線
を
引
き
、
東

側
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
西
側
は
ス
ペ
イ
ン
と

領
域
を
決
め
た
。
１
５
０
０
年
代
に
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
は
逐
次
植
民
地
を
つ
く
り
つ
つ

ア
ジ
ア
に
ま
で
到
達
し
て
き
た
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
初
め
て
日
本
に
き
た
の
は
天
文
十

年
（
１
５
４
１
年
）
豊
後
国
と
も
、
天
文

十
二
年
（
１
５
４
３
年
）
種
子
島
漂
着
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
関
ヶ
原
」
の
五
十

年
ほ
ど
前
で
あ
る
。
植
民
地
化
の
武
器
は

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
い
う
精
神
戦
略
と

進
歩
し
た
武
器
や
文
明
利
器
だ
っ
た
。
如

水
は
宣
教
師
か
ら
そ
の
辺
の
事
情
は
よ
く

聞
い
て
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

信
長
・
秀
吉
の
末
路
を
見
た
如
水
は
、

天
下
人
を
狙
う
べ
き
で
な
く
、
国
民
・
国

家
を
救
う
べ
き
、
統
治
は
実
力
者
に
ゆ
だ

ね
た
ら
い
い
。
そ
れ
が
「
大
志
」
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
三
人
の
天
下
人
を
超
え

る
大
政
治
家
だ
っ
た
。 

し
か
ら
ば
、
最
後
に
あ
の
巨
大
な
福
岡

城
は
何
の
た
め
に
つ
く
っ
た
の
か
。
如
水

は
姫
路
時
代
か
ら
野
戦
城
の
つ
く
り
方
と

戦
略
、
い
わ
ば
戦
い
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

は
知
り
尽
く
し
て
き
た
。
天
正
期
の
本
格

的
城
郭
時
代
に
は
大
阪
城
を
か
わ
き
り
に

戦
略
性
に
富
ん
だ
城
を
つ
く
っ
て
き
た
。

大
阪
城
、
中
津
城
、
名
護
屋
城
、
そ
し
て

慶
長
期
の
福
岡
城
で
あ
る
。
城
づ
く
り
の

名
手
と
な
っ
た
。
同
じ
く
城
づ
く
り
の
名

手
と
言
わ
れ
た
加
藤
清
正
も
福
岡
城
を
見

て
唸
っ
た
と
い
う
。
中
津
城
あ
た
り
か
ら

水
際
の
三
角
形
の
城
を
つ
く
り
だ
し
た
。

福
岡
城
は
赤
坂
山
の
地
山
を
う
ま
く
使
っ

て
一
段
高
台
に
聳
え
立
つ
天
守
閣
、
隣
接

し
て
本
丸
を
築
き
、
東
方
、
三
角
形
の
先

端
と
の
距
離
を
取
っ
て
い
る
。
何
層
に
も

組
み
合
わ
さ
れ
た
石
垣
は
見
事
で
、
し
ば

し
ば
「
石
城
」
と
も
言
わ
れ
る
。
城
郭
研

究
・
模
型
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
る
筑
前

城
郭
研
究
会
長
小
田
原
早
嗣
氏
に
よ
れ
ば
、

隣
接
す
る
二
の
丸
「
東
御
殿
」
は
「
本
丸

御
殿
」
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
荘
重
な
迎

賓
館
み
た
い
だ
っ
た
と
。
後
に
、
天
守
閣

は
徳
川
再
建
大
阪
城
に
、
東
御
殿
は
江
戸

城
に
部
材
が
転
用
さ
れ
た
。
そ
の
く
ら
い

立
派
で
あ
っ
た
。
ま
た
連
立
天
守
あ
た
り

の
仕
組
み
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
ャ
ッ
ス
ル

の
構
造
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
言
う
。ま
た
国
内
で
は
例
の
な
い
、

経
済
都
市
博
多
と
政
治
都
市
福
岡
の
双
子

城
下
町
の
都
市
計
画
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
だ
。

宣
教
師
か
ら
城
郭
や
都
市
づ
く
り
に
つ
い

て
も
聞
い
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
福
岡
城
は
後
世
、
世
が
乱
れ
た
時
の

橋
頭
保
で
は
あ
っ
た
が
、
発
想
は
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
当
時
北
側
の
堀
か
ら
海

岸
ま
で
は
わ
ず
か
４
０
０
ｍ
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
博
多
湾
か
ら
見
れ
ば
東
西
に
広
が
る

福
岡
城
は
低
い
武
家
屋
敷
と
町
屋
の
向
こ

う
に
聳
え
立
つ
巨
大
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。こ
れ
は
ど
う
見
て
も
、

外
国
船
が
や
っ
て
き
た
時
の
威
嚇
、
シ
ン

現在の福岡城 下ノ橋御門 

福岡城 下ノ橋御門 
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ボ
ル
で
、
迎
賓
館
も
念
頭
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
如
水
は
、
当
時
か
ら
五
百
年

前
ま
で
、
同
じ
地
に
あ
っ
た
鴻
臚
館
の
存

在
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
役
割
が

同
じ
だ
。
海
に
開
か
れ
た
大
福
岡
の
原
点

が
こ
こ
に
あ
る
。 

 

物
語
の
結
末
は
福
岡
で
、
い
ず
れ
も
光

（
て
る
）
の
方
と
、「
稀
代
の
軍
師
官
兵
衛

が
余
生
を
静
か
に
過
ご
す
」
の
か
、
そ
れ

と
も
「
稀
代
の
経
世
家
如
水
と
し
て
後
世

へ
の
仕
上
げ
を
す
る
」
の
か
、
二
つ
に
分

か
れ
る 

そ
れ
は
最
後
ま
で
如
水
は
天
下
人
を
狙
っ

て
い
た
の
か
、
そ
の
気
は
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
両
説
が
あ
る
。 

 
 
 

（
２
０
１
３
・
５
・
１
０ 

寄
稿
） 

 

軽
く
な
っ
た
の
か
？ 

 
 
 
 
 

ノ
ー
ベ
ル
賞 

 
 
 
 

株
式
会
社
中
陽 

相
談
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夫
（
新
７
回
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世
界
が
驚
い
た
２
０
１
２
年
の
京
都
大

の
山
中
伸
弥
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理

学
賞
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
、
驚
い
た
と
い
う

意
味
は
〝
創
造
力
に
富
ん
だ
革
命
的
な
実

に
素
晴
ら
し
い
発
見
〟
と
い
う
意
味
で
世

界
中
の
誰
も
が
異
論
を
唱
え
な
い
称
賛
で

あ
る
。
一
方
世
界
が
驚
い
た
２
０
０
９
年

の
オ
バ
マ
大
統
領
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
の
ニ
ュ
ー
ス
、
驚
い
た
と
い
う
意
味
は

〝
時
期
尚
早
で
現
職
大
統
領
が
実
績
を
伴

わ
な
い
称
賛
を
浴
び
る
べ
き
で
な
い
〟
と

い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
バ

マ
大
統
領
ほ
ど
受
賞
に
異
論
が
噴
出
し
た

例
は
な
い
。
２
０
０
９
年
４
月
５
日
に
プ

ラ
ハ
で
行
っ
た
核
兵
器
廃
絶
演
説
が
評
価

さ
れ
た
の
が
発
端
だ
が
、
〝
言
う
は
易
く

行
う
は
難
し
〟
と
い
う
の
が
核
兵
器
廃
絶

で
あ
る
。
〝
オ
バ
マ
大
統
領
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
す
る
の
は
一
寸
早
過
ぎ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
〟
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民

主
化
運
動
を
主
導
し
１
９
８
３
年
に
平
和

賞
を
受
賞
し
た
同
国
の
ワ
レ
サ
元
大
統
領

が
漏
ら
し
た
感
想
は
世
界
の
世
論
を
代
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
核
な
き
世

界
』、そ
れ
は
理
想
論
の
範
疇
で
事
実
上
不

可
能
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
思
っ
て
い
る
。 

 

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
、
化
学
賞
、
医
学

生
理
学
賞
等
は
〝
な
ぜ
受
賞
す
る
の
？
〟

と
い
う
疑
問
符
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
は
成

果
が
形
に
現
れ
、
客
観
的
に
判
断
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
平
和
賞
、
文
学
賞
等
は
主

観
的
に
判
断
さ
れ
客
観
性
が
な
い
の
で
、

た
い
が
い
評
価
が
分
か
れ
て
し
ま
う
か
ら

〝
何
故
受
賞
す
る
の
？
〟
と
い
う
疑
問
符

が
つ
き
ま
と
う
。 

 

２
０
０
９
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
選
考
過

程
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
委

員
会
の
委
員
五
人
の
内
三
人
が
オ
バ
マ
大

統
領
へ
の
授
与
に
異
議
を
唱
え
て
い
た
。

委
員
長
の
説
得
で
三
人
は
最
終
的
に
賛
成

に
回
っ
た
と
い
う
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
の

舞
台
裏
は
案
外
い
い
加
減
な
も
の
だ
な
あ

と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
は
世

界
中
で
活
躍
し
て
い
る
人
物
に
対
し
て
、

ど
れ
ほ
ど
の
情
報
や
知
識
を
持
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
情
報
不
足
で
第
三
者
の
推

薦
に
よ
る
も
の
等
を
選
考
の
俎
上
に
載
せ

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
運
動
指
導
者
ア

ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
の
生
涯
を
事

実
に
基
づ
い
て
描
い
た
映
画
『
ア
ウ
ン
・

サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
』
の
中
で
、
病
気
で

福岡城天守閣、本丸、南二ノ丸 模型 小田原早嗣氏 

 おだわら模型 



７ 

 
ロ
ン
ド
ン
に
別
離
し
て
い
る
彼
女
の
最
愛

の
イ
ギ
リ
ス
人
の
夫
が
、
知
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
委
員
会
の
委
員
長
に
妻
を
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
推
薦
し
て
く
れ
る
よ
う
要
請
す
る
場

面
が
あ
る
。
彼
女
の
受
賞
に
異
議
を
差
し

挟
む
も
の
で
は
な
い
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
選

考
決
定
の
舞
台
裏
で
は
、
個
人
、
団
体
に

対
す
る
多
数
の
推
薦
は
致
し
方
な
い
に
し

て
も
、
特
別
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
や
は
り

物
を
い
う
の
か
な
と
思
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 

２
０
１
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
は
下

馬
評
一
位
の
日
本
の
村
上
春
樹
を
押
し
の

け
て
、
中
国
の
作
家
莫
言
（
モ
ー
・
イ
エ

ン
）
に
決
ま
っ
た
。
直
前
の
イ
ギ
リ
ス
の

オ
ッ
ズ
で
は
日
本
の
村
上
春
樹
が
一
位
で

莫
言
は
三
位
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
予
想
を

覆
す
大
逆
転
だ
。
莫
言
の
受
賞
は
中
国
国

内
の
文
化
人
の
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
評
価
さ

れ
て
い
な
い
。
莫
言
氏
は
中
国
共
産
党
員

で
党
の
指
導
下
に
あ
る
中
国
作
家
協
会
の

副
主
席
を
務
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
〝

体
制
側
の
作
家
〟
と
の
批
判
が
出
て
い
た
。

２
０
０
９
年
の
同
賞
受
賞
者
で
あ
る
ド
イ

ツ
の
女
性
作
家
ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
さ
ん

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
莫
言
氏
は
中
国
政

府
に
よ
る
検
閲
を
称
賛
し
て
お
り
、
受
賞

決
定
は
破
滅
的
だ
」と
痛
烈
に
批
判
し
た
。

文
学
賞
も
平
和
賞
同
様
異
論
続
出
で
あ
る
。

本
来
は
華
々
し
い
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
だ

が
莫
言
氏
ほ
ど
バ
ッ
シ
ン
グ
の
中
で
受
賞

し
た
の
は
前
例
が
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
は

世
界
最
高
の
賞
だ
か
ら
、
平
和
賞
も
文
学

賞
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
納
得
し
、

異
論
続
出
を
最
小
限
に
し
て
欲
し
い
も
の

だ
。 

 

過
去
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
を
振

り
返
っ
て
も
、
不
思
議
に
各
国
の
政
治
の

ト
ッ
プ
ば
か
り
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
１

９
０
６
年
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
、

１
９
７
１
年
の
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ト
首

相
、
１
９
７
４
年
の
日
本
の
佐
藤
栄
作
元

首
相
、
１
９
８
３
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ

レ
サ
元
大
統
領
、
１
９
８
９
年
の
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
１

４
世
、
１
９
９
０
年
の
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領
、
１
９
９
４
年
の
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の

ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
、
２
０
０
１
年
の
国
連

ア
ナ
ン
事
務
総
長
、
２
０
０
２
年
の
カ
ー

タ
ー
元
米
大
統
領
、
２
０
０
９
年
の
オ
バ

マ
大
統
領
等
で
あ
る
。
受
賞
理
由
も
漠
然

と
し
て
受
賞
後
に
問
題
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
で
き
な
い
人

が
多
い
。
佐
藤
栄
作
元
首
相
は
非
核
三
原

則
の
提
唱
で
首
相
退
任
二
年
後
に
受
賞
し

た
が
、『
核
を
作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込

ま
な
い
』
の
三
原
則
の
『
持
ち
込
ま
な
い
』

は
日
米
の
密
約
で
国
民
を
欺
き
骨
抜
き
に

な
っ
て
い
た
の
は
今
で
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
テ
ロ
と
の
戦
い

で
、
無
人
機
で
テ
ロ
リ
ス
ト
を
殺
害
す
る

と
同
時
に
多
数
の
罪
の
な
い
民
間
人
の
命

を
犠
牲
に
し
て
い
る
。 

 

ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
は
著
名
な
政
治
家

で
な
く
て
も
平
和
賞
の
候
補
と
し
て
検
討

に
値
す
る
人
物
を
世
界
の
隅
々
か
ら
広
く

探
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
言
え
ば
、

例
え
ば
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人
道
支
援
を

続
け
る
非
政
府
組
織
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の

現
地
代
表
の
医
師
中
村
哲
氏
（
６６
）
な
ど

は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
１
９
８
４
年
か
ら
パ

キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
診
療
活

動
を
し
て
き
た
中
村
哲
氏
は
『
飢
え
と
渇

き
は
薬
で
は
治
せ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
病

気
は
十
分
な
食
べ
物
と
清
潔
な
水
が
あ
れ

ば
か
か
ら
な
い
』
と
言
っ
て
ア
フ
ガ
ン
の

戦
火
と
日
照
り
に
よ
っ
て
荒
れ
た
大
地
で

用
水
路
建
設
に
着
手
、
七
年
か
け
て
２

５
・
５
キ
ロ
の
用
水
路
を
完
成
、
３
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
蘇
り
６
０
万
人
の
農

民
が
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
た
。
こ
の
よ
う

な
人
物
こ
そ
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
値
し
よ

う
。 

 
 
 

（
２
０
１
３
・
４
・
２
４ 

寄
稿
） 

         

今年度総会開催日決る！ 

日 時：１０月５日（土） 

   １６：００～１９：００ 

場 所：福岡市天神 

   中華菜館「福新楼」 

詳細については８月中旬頃にお知らせし

ます。奮ってご参加ください 
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素
数
ゼ
ミ
の
話 

 
 
 

尚
絅
大
学
学
長 

       
大 
羽 

宏 

一
（
新
１３
回
） 

  

私
は
現
在
、
熊
本
市
の
尚
絅
大
学
と
い

う
女
子
大
で
管
理
職
を
し
て
い
ま
す
が
、

私
の
前
任
者
は
発
生
生
物
学
会
の
泰
斗
で

あ
る
江
口
吾
朗
先
生（
元
熊
本
大
学
学
長
）

と
い
う
方
で
し
た
の
で
、
生
物
学
に
つ
い

て
の
四
方
山
話
を
聞
く
機
会
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
数
年
前
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
「
素
数
ゼ
ミ
」
の
話
で
し
た
。
素

数
ゼ
ミ
と
い
っ
て
も
生
物
学
に
係
わ
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
は
ピ
ン
と
こ
ら
れ
な
い
と

存
じ
ま
す
が
、
そ
の
際
の
江
口
先
生
の
話

で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
生
息
す
る
あ
る
蝉
の

種
類
は
１
３
年
や
１
７
年
と
い
う
素
数
の

周
期
で
大
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま

た
そ
れ
を
研
究
し
て
い
る
日
本
の
学
者
が

い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

経
営
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
専
門
領
域
で
あ
る
私
と
し
て

は
生
物
学
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
門
外

漢
で
し
た
が
、
こ
の
素
数
（
１
と
そ
の
数

で
し
か
割
り
切
れ
な
い
自
然
数
）
の
周
期

の
年
に
し
か
発
生
し
な
い
と
い
う
素
数
ゼ

ミ
に
は
大
変
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
結
果
『
素
数

ゼ
ミ
の
謎
』（
２
０
０
５
年 

文
芸
春
秋
）

と
い
う
書
籍
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
時
こ
の
書
籍
を
購
入
し
ま

し
た
。
吉
村
仁
と
い
う
静
岡
大
学
教
授
の

方
が
記
述
さ
れ
た
こ
の
本
は
、
イ
ラ
ス
ト

も
多
く
素
人
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

我
が
国
の
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
や
ミ
ン
ミ
ン
ゼ

ミ
は
、
幼
虫
の
間
６
～
７
年
も
地
中
に
お

り
、
そ
の
後
羽
化
（
成
虫
に
な
る
こ
と
）

し
、二
週
間
で
生
涯
を
終
え
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
吉
村
仁
先
生
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ

の
一
定
の
地
域
に
い
る
素
数
ゼ
ミ
は
、
１

３
年
ま
た
は
１
７
年
の
周
期
に
一
度
だ
け

い
っ
せ
い
に
羽
化
す
る
よ
う
で
す
。
自
分

の
種
類
を
存
続
さ
せ
、
絶
滅
の
危
機
を
で

き
る
だ
け
避
け
る
た
め
に
、
他
の
セ
ミ
と

の
競
争
を
し
な
い
よ
う
な
生
存
選
択
を
し

た
結
果
、
素
数
の
周
期
で
発
生
す
る
と
い

う
そ
の
種
類
独
自
の
発
生
リ
ズ
ム
を
作
り

あ
げ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
先
日
、
朝
陽
同
窓
会
か
ら

送
付
い
た
だ
い
た
朝
陽
６
２
号
（
本
年
５

月
刊
行
）
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
書

籍
の
筆
者
で
あ
る
吉
村
仁
先
生
が
「
進
化

か
ら
み
た
生
態
」
と
題
し
、
ご
自
分
の
素

数
ゼ
ミ
の
研
究
に
至
っ
た
経
緯
を
お
書
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
高
校
２
５

回
の
同
窓
の
方
だ
っ
た
よ
う
で
、
大
変
な

奇
遇
と
思
っ
た
次
第
で
す
。「
最
近
は
、
生

物
進
化
か
ら
国
際
経
済
ま
で
論
じ
た
著
書

も
出
版
し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
す
の
で
、

今
度
機
会
を
み
て
お
目
に
か
か
っ
て
ご
意

見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
２
０
１
３
・
５
・
２
２ 

寄
稿
） 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
今
年
度
総
会 

 

別
記
（
７
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
今
年
度
総
会 

 

 

開
催
の
日
時
・
場
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 

・
年
度
会
費
納
付
の
お
願
い 

 

五
月
末
日
現
在
三
名
の
方
が
未
納
で
す
。 

 

三
名
の
方
に
は
振
込
取
扱
票
を
同
封
し
て 

 

 

い
ま
す
の
で
至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

今
号
は
石
井
会
長
か
ら
の
力
作
寄
稿
が
あ

り
、
８
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
本
文
に
も
あ

る
と
お
り
、
予
て
よ
り
会
長
が
進
め
ら
れ
て
い

る
福
岡
城
の
復
元
再
建
が
具
体
化
し
つ
つ
あ

る
や
に
聞
く
昨
今
、
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
黒

田
如
水
に
決
ま
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
追
い
風
。、 

 

福
岡
市
の
人
口
も
１
５
０
万
を
超
え
い
よ
い

よ
大
都
市
の
仲
間
入
り
、
地
下
鉄
七
隈
線
の
博

多
駅
延
伸
工
事
も
始
ま
る
、
さ
ら
に
福
岡
城
復

元
が
現
実
化
す
れ
ば
観
光
商
業
都
市
福
岡
の

未
来
は
明
る
い
。
石
井
会
長
の
一
層
の
ご
活
躍

と
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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